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「
碩
田
医
報
」
は
、
明
治
十
四
年
二
月
（
一
号
）
に
発
行
さ
れ
、

明
治
十
五
年
六
月
（
十
号
）
を
以
て
廃
刊
と
な
っ
た
大
分
県
で
初

め
て
の
医
学
雑
誌
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
二
、
三
の
人
の
記
述
が
見

ら
れ
る
が
、
一
号
か
ら
十
号
を
通
覧
し
て
の
紹
介
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。
今
回
報
告
す
る
理
由
で
あ
る
。

こ
の
「
碩
田
医
報
」
は
、
明
治
十
四
年
一
月
、
官
許
と
な
り
、

大
分
町
（
現
大
分
市
）
碩
田
医
報
杜
か
ら
の
発
行
で
、
社
主
は
荷

揚
町
・
佐
野
篤
達
、
編
集
兼
印
刷
人
は
宇
西
町
・
河
野
元
振
、
印

刷
所
は
碩
田
橋
東
詰
・
成
功
堂
（
九
号
か
ら
は
社
主
変
更
と
な
り
、

官
許
明
治
十
五
年
、
社
主
は
大
分
町
・
大
城
迪
斎
、
編
集
兼
印
刷
人
は

勢
家
町
・
河
野
元
振
、
印
刷
所
は
同
じ
成
功
堂
）
と
な
っ
て
い
る
。

執
筆
者
は
何
れ
も
大
分
県
病
院
医
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
医
師
達
で
、

院
長
兼
校
長
の
烏
潟
恒
吉
の
論
説
を
中
心
に
編
集
が
行
わ
れ
、
漢

方
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
地
方
医
療
を
、
新
し
い
西
洋
医

33

明
治
時
代
に
発
行
さ
れ
た
碩
田
医
報

山
之
内
夘
一

学
、
医
療
に
変
え
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
発
行

の
目
的
は
、
大
意
「
県
下
の
医
療
を
行
う
者
同
志
、
近
い
人
と
は

膝
を
接
し
て
親
し
く
討
論
し
、
遠
方
の
人
と
は
通
信
に
よ
っ
て
討

論
を
行
い
互
い
に
切
蹉
し
、
医
道
を
隆
盛
な
ら
し
め
よ
う
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

定
価
一
部
九
銭
、
一
年
分
前
金
一
割
引
、
但
し
送
料
別
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
「
医
報
」
は
通
信
社
員
と
称
す
る
会
員
制
で
通

信
販
売
の
形
を
取
り
、
通
信
社
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
創

刊
号
は
県
下
全
員
の
医
師
に
無
料
送
付
さ
れ
、
若
し
次
号
を
必
要

と
し
な
け
れ
ば
三
月
十
日
ま
で
に
送
付
停
止
の
旨
を
連
絡
す
る
こ

と
、
連
絡
が
な
け
れ
ば
、
購
読
の
意
思
あ
る
も
の
と
認
め
送
付
を

続
け
る
と
あ
る
。

雑
誌
は
、
大
き
さ
縦
十
八
・
四
セ
ン
チ
、
横
十
二
・
五
セ
ン

チ
、
ペ
ー
ジ
数
三
十
七
～
五
十
八
ペ
ー
ジ
、
表
紙
、
本
文
と
も
に

同
じ
紙
質
の
白
和
紙
で
明
朝
活
字
縦
組
、
一
行
二
十
五
字
詰
、
一

ペ
ー
ジ
十
二
行
、
稀
に
表
、
図
解
が
あ
る
が
写
真
は
な
い
。

目
次
は
、
診
断
学
、
急
性
病
論
、
薬
物
試
験
、
治
験
記
事
、
質

疑
応
答
、
外
報
抄
訳
で
、
九
号
に
は
魚
住
以
作
の
脚
気
論
が
付
け

加
わ
る
。
何
れ
も
開
業
医
向
き
の
啓
蒙
誌
の
域
を
免
れ
な
い
も
の
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で
あ
る
。

診
断
学
は
烏
潟
恒
吉
院
長
の
巻
頭
論
文
で
飾
ら
れ
、
毎
回
の
連

載
、
グ
ッ
ト
マ
ン
診
断
学
を
原
本
と
し
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い

る
。

急
性
病
論
は
済
生
学
舎
卒
の
大
橋
純
の
連
載
執
筆
、
ブ
ラ
ウ
急

性
病
論
を
原
本
と
し
、
一
、
人
事
不
省
を
発
す
る
諸
症
、
二
、
痙

壁
、
三
、
窒
息
、
四
、
呼
吸
促
進
、
五
、
劇
甚
の
胸
痛
、
六
、
劇

甚
の
腹
痛
、
七
、
暴
潟
、
八
、
頑
固
な
便
秘
、
九
、
尿
閉
、
十
、

劇
性
出
血
、
十
一
、
凍
傷
及
び
火
傷
、
十
二
、
中
毒
の
十
二
項
目

に
分
け
解
説
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
途
中
廃
刊
と
な
っ
た
た

め
、
第
二
項
半
ば
で
終
わ
っ
て
い
る
。

薬
物
試
験
は
内
務
省
八
等
試
薬
師
（
現
在
の
薬
剤
師
）
五
十
川

徹
夫
の
筆
に
な
り
、
キ
ニ
ー
ネ
、
ョ
Ｉ
ド
カ
リ
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
サ

ル
チ
ー
ル
酸
、
安
息
香
酸
を
論
じ
て
い
る
。

治
験
記
事
は
主
に
烏
潟
の
診
療
記
事
で
、
膀
胱
結
石
（
手
術
報

告
と
解
説
）
、
象
皮
腫
（
臨
床
講
義
）
、
胸
膜
炎
（
症
例
と
剖
検
）
、

気
管
切
開
術
（
二
症
例
）
、
卵
巣
水
腫
（
穿
刺
術
）
、
脚
気
病
（
病

理
解
剖
・
烏
潟
執
刀
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
脚
気
に
つ
い

て
は
、
魚
住
以
作
（
東
大
明
治
十
四
年
卒
）
に
よ
る
脚
気
病
論
が

九
号
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

質
疑
応
答
は
会
員
の
質
問
に
烏
潟
が
答
え
た
も
の
。
彼
は
東
大

卒
業
（
明
治
十
二
年
卒
）
間
も
な
い
赴
任
の
た
め
臨
床
経
験
に
乏

し
く
、
経
験
の
な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り
と
断
り
を
言
い
、
外
国

書
と
学
生
時
代
の
講
義
を
参
考
に
答
え
て
い
る
。
参
考
に
し
た
外

国
書
は
チ
ー
ム
セ
ン
内
科
各
論
で
あ
る
。
質
問
は
発
疹
チ
フ
ス
、

ジ
フ
テ
リ
ア
に
つ
い
て
で
あ
る
。
外
報
抄
訳
は
烏
潟
が
国
閏
冒

冒
８
．
言
ｏ
ｇ
ｇ
冑
胃
の
中
か
ら
選
ん
だ
記
事
を
紹
介
し
て
い

る
。

そ
の
他
、
通
信
記
事
（
別
府
・
末
綱
琢
磨
”
医
話
、
大
分
・
大
橋

純
”
病
床
日
誌
の
書
き
方
）
、
通
信
社
員
（
会
員
）
名
簿
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

「
碩
田
医
報
」
が
十
号
で
廃
刊
を
迎
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
が
、
読
者
の
支
援
不
足
と
資
金
難
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
平
松
学
園
大
分
視
能
訓
練
士
専
門
学
校
）


